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団体：掛川で子育てし隊！ 

企画：掛川で子育てしたい！おはなし会 
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・「 保 活 お し ゃ べ り サ ロ ン 」  

・ 「 お は な し 会 mini」  

・「 保 育 園 入 所 状 況 お は な し 会 」 

  

団体：原泉地区まちづくり協議会 

企画：親子のスキンシップとコミュニケーションの向上 
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・ 防 災 ワ ー ク キ ャ ン プ  

・ 書 道 教 室  

・ 幼 保 交 流 会  
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事 例 報 告 書  

事  業  名 掛川で子育てしたい！おはなし会事業 

団  体  名  

代 表 者 名 

掛川で子育てし隊！ 

小林理香 

団 体 の 概 要 

掛川市の子どもを育てる家庭が安心して暮らせる環境づくり

のため、行政と市民とを相互につなぎ、対話の場づくり、それら

に関する情報収集及び発信を行う。 

  事 業 内 容 

①「保活おしゃべりサロン」  計１回  

保 育 園 入 園 を 考 え て い る 親 同 士 の 情 報 交 換 や 悩 み 事 の

共 有 を 行 っ た 。 当 団 体 か ら は 市 Ｈ Ｐ 掲 載 情 報 の 案 内 等 も

実 施 。  

・ 8/20（ 月 ） つ ま 恋 ※ 子 育 て 応 援 Dayに て  

参 加 者 ： 9名  

②「おはなし会 mini」  計４回  

各 テ ー マ に 沿 っ た ゲ ス ト を 招 き 現 状 を 分 か り や す く 説

明 し て も ら っ た 後 、 参 加 者 同 士 の 意 見 交 換 や ワ ー ク シ ョ

ッ プ を 実 施 し て 理 解 を 深 め た 。  

・ 7/19（ 木 ） 「 市 議 会 議 員 と 話 そ う ！ 」  

会 場 ： 徳 育 保 健 セ ン タ ー  

 ゲ ス ト ： 掛 川 市 議 会 文 教 厚 生 委 員 会 6名  

参 加 者 ： 19名  

・ 8/10（ 金 ） 「 保 育 士 さ ん の 1日 っ て ？ 」  

会 場 ： 掛 川 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー  

ゲ ス ト ： 掛 川 聖 マ リ ア 保 育 園 長 岡 本 真 理 子 氏   

参 加 者 ： 17名  

・ 8/25（ 土 ） 「 幼 稚 園 預 か り 保 育 、 小 規 模 保 育 園 に つ い

て 先 輩 マ マ に 聞 こ う ！ 」  

会 場 ： 掛 川 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー  

ゲ ス ト ： 小 規 模 保 育 園 に 通 わ せ る 先 輩 マ マ １ 名 、  

幼 稚 園 に 預 け な が ら 働 く 先 輩 マ マ ３ 名  

参 加 者 ： 26名  

・ 12/8（ 土 ） 「 パ パ 会 ～ 共 働 き 共 育 て を 考 え よ う ～ 」  

会 場 ： た ま り ー な  

ゲ ス ト ： 副 市 長  

参 加 者 ： 29名  

③「保育園入所状況おはなし会」  計３回  

・ 10/20（ 土 ）「 保 育 園 入 園 申 込 に つ い て こ ど も 希 望 課 長

に 聞 い て み よ う ！ 」  

 会 場 ： 掛 川 市 役 所   

説 明 ： こ ど も 希 望 課 長  
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参 加 者 ： 91名  

保 育 園 入 所 希 望 者 向 け に 選 考 方 法 や 最 新 の 入 所 待 機 人

数 等 に つ い て 市 か ら 説 明 い た だ き 、 質 疑 応 答 に よ っ て 参

加 者 の 疑 問 を 解 消 し た 。  

・ 3/9（ 土 ） 「 2019保 育 園 入 所 状 況 み ん な で お は な し 会 」 

会 場 ： 掛 川 市 生 涯 学 習 セ ン タ ー   

説 明 ： 掛 川 市 こ ど も 政 策 課  

参 加 者 ： 63名   

2019年 ４ 月 入 所 の 応 募 状 況 、 現 時 点 で の 待 機 数 等 に つ

い て 市 か ら 説 明 い た だ き 、 そ の 後 参 加 者 同 士 が “ こ ん な

掛 川 で 子 育 て し た い ！ ” を テ ー マ に 対 話 す る ワ ー ク シ ョ

ッ プ を 実 施 し た 。  

事 業 の 様 子 

８月25日（土） 

小規模保育、幼稚園預かり保育について先輩ママに聞こう！ 

 
12月８日（土） 

パパ会～共働き・共育てを考えよう！ 

 

 

 

３月９日（土） 

2019保育園入所状況おはなし会 
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事 業 成 果 

 

「市民と行政をつなぐ」という点においては、7/19の回で市議会

文教厚生委員会の方々に子育て当事者の声を直接聞いてもらうこ

とができた。また、10/20は保育園申請にあたって市民が行政から

公式な説明を受けられる今までになかった機会を提供でき、参加者

からの大量の質問にもこども希望課長らに1つ１つ丁寧に回答いた

だいたことで、参加者アンケートでは「説明がわかりやすかった。

参加してよかった」という声が多く挙げられた。 10/20は大人だけ

で 57名、 3/9は 55名という大変多くの参加者が集まったことは行政

からの説明機会を強く求める市民の声が浮き彫りとなった形で、ま

さに協働モデル事業の目的である“これまで効果的な取り組みが薄

かった分野を各団体の持つ力を生かして実施する子育て支援事業”

となった。 

加えて、 10/20の質疑応答内容やその他情報を整理した「かけが

わ保活 Q＆ A」を当団体で作成し 3/9のおはなし会で配布したこと、

保活おしゃべりサロンで掛川市ＨＰでの保育園申請に関するペー

ジの案内や自身の体験談を保活初心者に紹介できたことは、個人で

は得られにくいが強く求められている保活に関する情報を、行政側

から市民へ橋渡しの役割として提供することができた。 

「対話」という点においては、保活おしゃべりサロンはもちろん

、おはなし会では毎回意見交換やワークショップの時間を取り入れ

、参加者同士の対話を重視した催しを開催できた。特にパパ会では

「他の参加者と意見交換をすることが新鮮でとてもよかった」とい

う意見が多数だった。ただ各回のワークショップで「もっと時間が

ほしかった」といった意見も見られたため、参加者同士の対話の場

自体が非常にニーズが高く価値のあることだと改めて把握するこ

とができた。 
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今 後 の 展 開 

子 の 預 け 先 に 関 す る 8 / 25 , 10 /2 0, 3 /9の お は な し 会 は 参 加

申 込 も 多 く 、 市 民 ニ ー ズ の 高 い 説 明 や 対 話 の 機 会 を 設 け る

こ と が で き た 。 一 方 で 保 育 士 と い う 職 業 へ の 理 解 、 パ パ の

家 庭 参 加 と い っ た テ ー マ の 回 は 集 客 に 苦 労 し 、 待 機 児 童 問

題 の 背 景 に あ る 様 々 な 要 素 を い か に 自 分 事 と し て 捉 え そ の

先 の 行 動 に つ な げ て も ら え る か と い っ た ア プ ロ ー チ は 非 常

に 難 し い と 感 じ た 。  

市 職 員 と の 対 話 も 目 的 の 1つ と 考 え て 本 事 業 に 臨 ん だ が 、

計 画 が 遂 行 で き な い も の が あ っ た 。中 で も 3/ 9の 回 で は 質 問

時 間 を 十 分 に 取 れ ず 「 資 料 の 説 明 よ り も 質 疑 応 答 に 時 間 を

割 い て ほ し い 」 と い う 声 が 多 か っ た 。 我 々 市 民 が 期 待 す る

内 容 を ど こ ま で 市 と す り 合 わ せ ら れ る か 、 市 民 団 体 と 行 政

が 協 働 事 業 を 行 う に あ た っ て の 課 題 で あ る と 感 じ た 。  

保 育 園 待 機 児 童 、 学 童 保 育 、 父 親 の 家 事 育 児 参 加 、 親 同

士 の 仲 間 づ く り や 世 代 間 交 流 、 働 き 方 、 等 々 、 掛 川 の 子 育

て 環 境 を 考 え る に あ た っ て 取 り 組 み た い テ ー マ は 多 岐 に わ

た り 、 か つ 全 て が つ な が っ て い る た め 、 市 民 活 動 の 範 囲 で

で き る こ と と の バ ラ ン ス 、 取 捨 選 択 が 難 し い 。  

本 事 業 は 希 望 の 保 育 園 に 入 園 が か な わ な か っ た 人 や こ れ

か ら 保 活 を 考 え る 人 の み が 対 象 と 捉 え ら れ が ち で 、 地 域 ぐ

る み で 広 く 子 育 て 環 境 に つ い て 理 解 し 皆 で 考 え た い と い う

我 々 の 考 え と 周 囲 の 認 識 に ず れ が あ る 。  

先 ず は ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 で 、 こ ど も 希 望 部 を は じ め と し

た 市 職 員 に も 参 加 を 呼 び か け 、 市 民 と 職 員 が お 互 い に フ ラ

ッ ト な 立 場 で 言 葉 を 交 わ せ る 場 を 設 け た い 。 ま た 「 協 働 」

に つ い て 考 え を 深 め 、 市 民 団 体 と 行 政 の 各 得 意 分 野 で よ り

効 果 的 な 役 割 分 担 を 検 討 で き れ ば あ り が た い 。  

子 育 て 環 境 の 実 情 を 当 事 者 だ け で な く 、 地 域 へ 少 し ず つ

理 解 の 輪 を 広 げ る こ と で 事 業 へ の 協 力 者 を 増 や し 、 マ ン パ

ワ ー や 会 場 確 保 の 面 に お い て も 補 っ て い き た い 。  
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事 例 報 告 書  

事  業  名 親子のスキンシップとコミュニケーションの向上事業 

団  体  名  

代 表 者 名 

原泉地区まちづくり協議会 

会長 平出隆雄 

団 体 連 絡 先  
所 在 地：掛川市萩間423 

電話番号：0537-25-2580 

団 体 の 概 要 

地区内住民や地区内でまちづくりを行う団体が共通目標のも

と、連携・協力して、地域課題の解決等により、今より更に住み

よい地区を目指したまちづくりを行う事を目的とする。 

  事 業 内 容 

①防 災ワー クキャ ンプ  

 期  日 ： ８ 月 25、 26日  

場  所 ： さ く ら 咲 く 学 校 体 育 館 周 辺  

参 加 者 ： 大 人 15名 、 子 供 15名  

 非 常 時 の 想 定 訓 練 を 実 施 。  

 ダ ン ボ ー ル や 避 難 地 に あ る 食 材 等 で の 炊 事 体 験 等  

身 を 守 る  タ ー ザ ン ロ ー プ に よ る 体 感 を 感 じ る  

 

② 書道教 室  

 期  日 ： 2018年 12月 25日 、 2019年 １ 月 ６ ・ 13日  

場  所 ： さ く ら 咲 く 学 校  

 参 加 者 ： 52人 （ 延 べ 人 数 ）  

 小 学 生 低 学 年 以 下 は 筆 の 使 い 方 、 上 級 生 は 書 初 め の 課

題 を 作 成 し た 。 ３ 回 目 は 2019年 度 カ レ ン ダ ー に 筆 を 入 れ

て 自 作 の カ レ ン ダ ー を 作 成 し た 。  

 

③ 幼保交 流会  

期  日： 2019年 ２月 24日  

場  所： さくら 咲く学 校ほか  

 小 学 校 入 学 前 の 幼 稚 園 児 、 保 育 園 児 に バ ス の 乗 車 や 友

達 と 触 れ 合 う 事 を 目 的 に 実 施 。  

 ふ れ あ い に よ る 交 流 は さ く ら 咲 く 学 校 内 で 山 下 さ ん の

指 導 の 下 、 新 聞 紙 や タ オ ル 、 ボ ー ル 等 を 使 い 、 楽 し く コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 取 る こ と が で き た 。  
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事 業 の 様 子 

防 災ワー クキャ ンプ  

  

   

 

書 道教室  

 

 

事 業 成 果 

 

①防災キャンプ 

 親子で実際の疑似体験を真剣に実施できた。２日目の火おこし

などは、自ら率先して体験していた。災害が身近で報告されてい

ることから、親子で話し合い、コミュニケーションを図りながら

防災知識の習得ができた。 

②書道教室 

 地区内にあるさくら咲く学校で実施することもあり、筆を初め

てもつ小学校低学年児や幼稚園児も参加して、家族とのふれあい

を持ちながらの教室となった。 
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③幼保交流会 

 ４月から西郷小学校へ路線バスで通う子どもたちが安心して

通学できるよう、バスの乗車体験を実施した。また、別々に通っ

ていた幼保園児同士がお友達になれるよう交流会を開催し、就学

前の児童の不安解消やコミュニケーションの向上が図られた。 

 全体を通して、原泉地区内の子どもたちの顔を合わせる場を提

供したことで、放課後などさくら咲く学校に遊びに来てくれる子

供が増えた。 

今 後 の 展 開 

地 域 が 広 く 、 子 供 達 や 親 子 で 触 れ 合 う 機 会 が 少 な い こ

と を 実 感 し た 。  

 多 様 性 の 時 代 で 個 々 の 活 動 を 重 点 に 置 く 家 族 も あ り 、

個 人 を 尊 重 し た う え で の 事 業 展 開 が 大 切 で あ る 。 ま た 、

地 域 の Ｐ Ｔ Ａ で 活 動 す る こ と へ の 期 待 も 大 き い こ と が わ

か っ た 。  

Ｐ Ｔ Ａ や 子 供 達 を ま と め る 役 員 が 必 要 。 ま た 、 企 画 の

段 階 か ら 運 営 ま で は 、 サ ポ ー ト す る 支 援 者 が 必 要 と 考 え

る 。  

Ｐ Ｔ Ａ 役 員 は 毎 年 更 新 さ れ 、 Ｐ Ｔ Ａ 役 員 の 意 識 が 事 業

に 影 響 す る た め 、 子 育 て に 関 す る 意 識 の 醸 成 が 必 要 。  

少 し で 良 い が 、 活 動 予 算 の 確 保  

 


